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図1. 鹿児島大学付属病院：医療専門職の役割と連携 

気づき 
・指示簿を基に患者ケア。 
・看護師チームに、リーダーの存在。 
問題点 
・医師との連携スピード。 
・看護師間に忙しさのバラツキ。 
解決策（提案） 

・予め、看護師の用件内容の優先順位表を作成し
ておく。（病院全体として統一） 
→医師は、優先順位の高い用件を持ってきた看護
師への対応を優先する。 

・各病棟間の入院患者情報を共有し合う。人員不
足の病棟にヘルプに行けるようにする。 
→ただし医療事故防止のためにヘルプ内容は、入

浴、トイレ、食事等の作業のみとする。（注射等は
ヘルプさせない。） 

気づき 

・業務内容には：服薬・投薬の監査、治験、調剤、
麻薬・毒薬の管理等があった。 
問題点 
・稀に処方箋にミスが見つかる。 
・名前を間違えやすい薬あり。 
解決策（提案） 
・疑義照会をしっかり。 
・カルテに薬の保管場所まで書く。 
・間違えやすい薬は離して保管。 

気づき 
・検査進行のトレーサビリティシステムあり。 
問題点 
・医師は検査進行状況を把握できていない。 
→医師-検査部間で、情報の共有不十分 
解決策（提案） 

・検査情報のトレーサビリテを医師も利用できる
ようにする。 

図2. 学外施設：医療専門職（訪問看護・病院・介護保険施設）の役割と連携 

チーム医療1 グループ1 課題：「医療職の連携によるチーム医療の理解」  
メンバー：足達 良, 請園 友之, 清原 佐央里, 瀬戸山 志穂, 羽田野 貴裕, 孫 起和, 日高 敬文 

気づき 
・訪問看護は病院療養の延長にある。 
→病院は急性期、訪問看護は慢性期や末期。 
・患者の様子で気づいた点を、メモに残して情報共有。 
・入院と違い、患者は自分らしく過ごせる。 
→そのための、病院ではなく訪問看護という選択肢。 
・「繋ぎ目のない介護」 
→常に誰かの目が行き届くように。 
問題 
・患者が高齢の場合、誰が誰か分からなくなる。 
→例えば、ヘルパーと訪問看護師を分別できない。 

・病院と比べ、訪問看護は他職種との連携がより大
変。 
解決策（提案） 

・訪問看護、ヘルパー、往診医が共同で、各患者担
当チームメンバー表を作成。（写真＆名前＆連絡先
入り） 
→それを患者に持っていてもらう。 

気づき 

・各専門職種間で情報の共有がしっかりなされて
いた。→カンファ 
・患者退院後の計画も立てる。 
問題 
・忙しい。 
→患者/医療スタッフ比が大きい。 
・病床数は不十分。 
解決策（提案） 

・入院患者の回復の様子を見て、安全と考えられ
る場合には訪問看護を積極的に進める。 
→早期退院を促す。 

気づき 
・患者の状態によって、利用する施設が変わる。 
問題 
・入所希望者は増加傾向。→施設不足 
・患者/医療スタッフ比が大きい。 
解決策（提案） 

・訪問看護でも大丈夫と考えられる入所者には、選択肢
として訪問看護を勧める。 

・患者への、よりきめ細かで、効率的な医療提供を目的としている。 
・患者、そして各医療・福祉施設それぞれ特徴がある：① 各施設が他施設の職内容を良く理解し合い、どの患者が・どの施設で・どの程度の処置を受けられ
るかを知っているという状況下で、さらに、② 自分の施設が、医療連携の中において担うべき役割を熟知しているという状況下で行われるのが望ましい。 

・他の医療専門職種の業務内容不理解からくる余労働がある。（例：検査部－医師関係）→お互いの業務内容を知る場や機会を設ける。 
・現在の罹患後の診療を中心にした医療連携システムは非効率的で、どの施設も患者数に対して医療スタッフの人手が足りてなかった。→罹患後の診療を

中心としたチーム医療から、病気の予防を中心としたチーム医療にパラダイムシフトする。（例：訪問看護の利用促進による患者の様子確認や生活習慣指
導） 

・他の医療専門職種の業務内容を知る。→これらの専門職とより効率的に連携を図りやすくなる。 
・患者が希望するなら訪問看護を勧める等の他施設の有効な活用法を知る。→将来的に患者の生活視点で、アドバイスできるように準備する。 
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